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世界保健機関（ＷＨＯ）の要請を受け、12月 26 日から、 

感染症診療の日本人専門家をバングラデシュに派遣します 
  
厚生労働省は、このたび、平成 29 年 12 月 26 日から平成 30 年 1 月 15 日までの期間、感

染症診療に関する日本人専門家をバングラデシュに派遣します。 

 

ミャンマーのラカイン州北部の情勢を受けてバングラデシュに流入してきた避難民のキ

ャンプでは、ジフテリア※１が今年 11 月から流行しており、12 月 19 日までに 1,841 人の患

者（うち 22 人が死亡) が発生しています。このため、国際協力の一環として、世界保健機

関（ＷＨＯ）からジフテリアの専門家の派遣要請を受け、ジフテリアが流行しているコック

スバザールの避難民キャンプに対して、日本人専門家を派遣します。 

 

今回の派遣では、東京都保健医療公社豊島病院感染症内科医長の足立拓也医師※２を派遣

することに決めました。平成29年 12月 26日から平成30年 1月 15日までの派遣期間とし、

足立医師は現地の疾病発生や診療・対策状況などについて調査・評価を実施する予定です。 

 

厚生労働省は、今後とも、開発途上国を含む諸外国に対して、専門家の持つ知識・経験・

技術を生かし、医療面等での支援を行っていきます。 

 
※１ ジフテリアはジフテリア菌により発生する疾病です。その発生が日本で最後に報告されたのは 1999 年

です。現在では珍しくなりましたが、かつては年間 8 万人以上の患者が発生し、そのうち 10％程度が

亡くなっていた重大な病気です。主に気道の分泌物によってうつり、喉などに感染して毒素を放出しま

す。この毒素が心臓の筋肉や神経に作用することで、横隔膜（呼吸に必要な筋肉）などの麻痺、心不全

などを来たして、重篤になる場合や亡くなってしまう場合があります。 

※２ 足立医師の過去の実績：2014 年～2016 年に西アフリカにおいてエボラ出血熱が流行した際に、エボラ

出血熱対策に関する日本人専門家として２回派遣された経験があります。 
 
【ジフテリアに関する詳細】 
厚生労働省検疫所ホームページ 
http://www.forth.go.jp/useful/infectious/name/name56.html 
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ジフテリア※1の流行が続くバングラデシュへ 

感染症危機管理専門家(IDES)養成プログラムから初めて人材を派遣します 
 

厚生労働省は、このたび、感染症危機管理専門家(ＩＤＥＳ：アイデス)※2養成プログラム

の一環として、２期生の井手一彦医師を、７月１日から約３か月間、バングラデシュに派遣

します。 

バングラデシュ南東部のコックスバザールに逃れてきた避難民のキャンプでは、ジフテリ

アの流行が続いています。このキャンプでは、2017 年 11 月８日以降に 7,083 人の患者が報

告され、うち 42 人が死亡しています（2018 年６月 17 日時点）。このため、世界保健機関

（ＷＨＯ）では、医療や公衆衛生の対策強化を目指し、人的・物的支援を継続して行ってい

ます。 

これらの状況を踏まえ、厚生労働省はＷＨＯの協力の下、これまでの研修の成果を発揮し

避難民キャンプでの疫学調査を含めた公衆衛生上の対応を支援するため、バングラデシュに

井手医師を Global Outbreak Alert & Response Network（ＧＯＡＲＮ）※3 チームの一員と

して派遣することを決定しました。 

厚生労働省は、今後も、開発途上国を含む諸外国に対して、知識・経験・技術を生かし、

公衆衛生上の支援を行っていきます。 
 

※１ ジフテリアは、ジフテリア菌により発生する疾病です。その発生が日本で最後に報告されたのは 1999 

年です。日本では現在では珍しくなりましたが、かつては年間８万人以上の患者が発生し、そのうち 10％

程度が亡くなっていた重大な病気です。主に咳などによる飛沫感染であり、喉などに感染して毒素を放

出します。この毒素が心臓の筋肉や神経に作用することで、横隔膜（呼吸に必要な筋肉）などの麻痺、

心不全などを来たして、重篤になる場合や亡くなってしまう場合があります。 

※２ ＩＤＥＳとは、Infectious Disease Emergency Specialist の略称で、IDES 養成プログラムを修了した

者です。厚労省では 2014 年、西アフリカで発生したエボラ出血熱の流行を踏まえて、感染症の危機管

理に対応できる人材の養成を行うことを目的に、ＩＤＥＳ養成プログラムを 2015 年に開始しました。 

＜感染症危機管理専門家(IDES)養成プログラム＞ 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/ides/index.html 

※３ 地球規模感染症に対する警戒と対応ネットワーク（Global Outbreak Alert and Response Network: 

GOARN）は、感染症の流行に対応するため、2000 年にＷＨＯが構築したネットワークです。 

平成 30 年６月 29 日 

【照会先】 

健康局 結核感染症課 

国際感染症対策室長 野田 博之(内線 2373) 

課長補佐      繁本 憲文(内線 2926) 

（代表電話） 03(5253)1111 
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■ 井手一彦医師 略歴 

2002 年、熊本大学医学部卒業後、同大学血液・膠原病内科及び感染免疫診療部に所属し、臨床医と

して勤務。2011 年に医学博士号を取得。2016 年に、ＩＤＥＳの２期生に選抜され、2017 年５月より

１年間、ＷＨＯジュネーブ本部の健康危機部門で感染症アウトブレイク対応に携わる。 

 
 
■ ジフテリア（ Diphtheria ） 概要 

 



バングラデシュのジフテリア対策

• 2017年8月以降、ミャンマーから多数の難民が越境
12月時点で80～90万人

•難民キャンプでコレラ、麻疹、ジフテリアが発生
•国連機関、国際NGO、国内NGOが現地に多数集結
• GOARN派遣によりWHO現地対策本部に合流
•症例定義･報告書式の整理 →   真の流行曲線の把握
•診療手順、抗毒素投与手順、感染対策指針、
病床数確保、抗毒素在庫確保、医療従事者研修

•接触者追跡（濃厚接触者に対する予防的治療）
•集団予防接種（難民、地元住民、人道支援者）

2017/12/26 – 2018/01/15派遣

資料５別添



難民キャンプ （2017年12月） 医療施設



Diphtheria outbreak, Cox’s Bazar, Bangladesh. Daily epidemiological bulletin, 2017-12-26

2017年12月25日現在の流行曲線
Cases 2,440
Deaths 26



Diphtheria outbreak, Cox’s Bazar, Bangladesh. Daily epidemiological bulletin, 2017-12-26

症例定義（Probable case）：
喉頭炎・咽頭炎・扁桃炎の症状があり、扁桃・咽頭・鼻腔に
偽膜がみられる、あるいは粗大な頸部リンパ節腫脹がある

咽頭痛または嚥下困難

発熱

偽膜

リンパ節腫脹



Bangladesh – Rohingya emergency response. Diphtheria outbreak – daily update 2018-1-17

2018年1月17日現在の流行曲線

Total cases 4,690
Probable cases 1,684
Deaths 31


